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４月１日現在の人口・世帯数　　
　　　　　１２５，５２３人・４９，０４９世帯

文字書きも順調に

　

本
市
の
伝
統
行
事
『
大
凧
   

ま
つ
り
』
が
、
今
年
も
五
月
四
日
・
五
日
の
両
日
午

だ
こ

前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
、 
座  
架  
依 
橋
上
流
の
相
模
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ

ざ 

か 

え

れ
ま
す
。
今
年
の
大
凧
も
十
三
メ
ー
ト
ル
四
方
の
百
畳
敷
き
、
重
さ
は
約
千
キ
ロ

と
い
う
日
本
一
の
ジ
ャ
ン
ボ
サ
イ
ズ
で
す
。

　

当
日
会
場
で
は
、
大
凧
が
勇
壮
な
舞
い
を
披
露
す
る
ほ
か
、
地
元
芸
能
・
文
化

団
体
に
よ
る
演
技
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
多
彩
に
催
さ

れ
ま
す
（
詳
し
く
は
八
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。
若
葉
も
え
る
五
月
の
休
日
に
、

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
祭
り
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

担
当　
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５
月
４
日（
木
）・
５
日（
金
）

（
両
日
と
も
午
前　

時
〜
午
後
４
時
）

１０

※
4
日
が
雨
天
の
場
合
は
5
日
の
み
。5
日
が
雨
天
の
場
合
は
4
日
の

み
。両
日
と
も
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

相
模
川
グ
ラ
ウ
ン
ド

風
薫
る
五
月
の
空
に

昇
れ
！
龍
の
ご
と
く

市議会議員・市長選挙◎投票日は9月24日（日）   〈  　　　　　  〉

大大
凧凧
まま
つつ
りり

　応募作品45点の中から選ばれた凧
文字は『昇龍』。これは「今年の干支
の辰にちなんで、昇り龍のような勢い
で景気が一日でも早く回復するよう
に」という意味が込められています。
　去る　月22日には、大凧作りのメイ4
ンとなる文字書きが、市大凧保存会の
方たちによって無事終了しました。完
成した大凧は、祭り本番で大空高く舞
い上がるのを待っています。

　私たちにとって、身近
な選挙である市議会議
員・市長選挙の日程が、次
のとおり決まりました。

○告示日＝９月１７日（日）
○投開票日＝９月２４日（日）
担当　　市選挙管理委員会

�０４６（２５２）８４８１

と　き�ところ�

かかななががわわののままつつりり５５００選選

昇 龍
しょう　りゅう
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市
で
は
、
昨
年
に
続
き
民
間

の
方
に
集
合
住
宅
を
建
設
し
て

い
た
だ
き
、
そ
れ
を
市
が
二
十

年
以
上
借
り
上
げ
、
公
営
住
宅

と
し
て
住
宅
困
窮
者
に
提
供
す

る
「
市
借
上
公
営
賃
貸
住
宅
」

の
建
て
主
を
募
集
し
ま
す
。
こ

の
制
度
は
、
建
て
主
に
と
っ
て

賃
貸
料
の
安
定
収
入
が
得
ら
れ

る
と
と
も
に
、
共
同
利
用
施
設

や
高
齢
者
向
け
施
設
な
ど
の
整

備
費
な
ど
に
つ
い
て
は
、
予
算

の
範
囲
以
内
で
国
の
補
助
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

今
月
一
日
か
ら
担
当
課
で
募

　

皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
の
一
助

に
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
で
は

四
十
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
「
基

本
健
康
診
査
」
と
「
肺
が
ん
検
診
」

を
行
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
往

復
は
が
き
を
四
月
下
旬
に
送
付
し

ま
し
た
の
で
、
受
診
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
返
信
用
は
が
き
に
受
診

項
目
を
ご
記
入
の
上
、
五
月
三
十

一
日（
水
）（
必
着
）ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
基
本
健
康
診
査
、
肺
が

ん
検
診
の
受
診
料
は
下
表
の
と
お

り
で
す
。

○
診
査
項
目　

▽
必
須
検
査
＝
問

診
、
理
学
的
検
査
（
視
診
、
触

診
、
聴
打
診
）、
身
体
計
測
、
血

圧
測
定
、
尿
・
脂
質
・
肝
機
能
・

腎
機
能
・
貧
血
・
糖
尿
病
・
心

電
図
検
査
、
胸
部
Ｘ
線
（
直
接
）

撮
影
▽
選
択
検
査
＝
眼
底
検
査

（
医
師
の
指
示
が
あ
っ
た
方
の

み
）

○
実
施
期
間　

六
月
中
旬
〜
十
一

月
三
十
日

○
対　

象　

平
成
十
二
年
四
月
一

日
現
在
で
満
四
十
歳
以
上
の
方

一人当たりの検診費受診料区　　　分
１７,１７７円２,０００円（必須）

基本健康診査
４,５７８円 ３００円（眼科眼底）
４,００３円 ８００円（読影）

肺がん検診
４,１３３円 ９００円（かくたん）

○
診
査
項
目　

①
胸
部
Ｘ

線
（
読
影
）
検
査
②
か

く
た
ん
細
胞
診
検
査

（
医
師
の
指
示
が
あ
っ

た
方
の
み
）

○
実
施
期
間　

六
月
中
旬

〜
十
一
月
三
十
日

○
対　

象　

平
成
十
二
年

四
月
一
日
現
在
で
満
四

十
歳
以
上
の
方

　

な
お
、
肺
が
ん
検
診
だ

け
を
受
診
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
基
本
健
康
診

査
と
併
せ
て
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
い
ず
れ
の
検
診

も
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
方
（
受
給
票
を
持
参
）、
七
十
歳

以
上
の
方
、
市
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
は
、
受
診
料
が
免
除
さ
れ
ま

す
。

　

受
診
を
申
し
込
ま
れ
た
方
に

は
、
各
診
査
用
書
類
と
市
が
指
定

健康で明るい毎日を
基本健康診査・
肺がん検診を実施

基
本
健
康
診
査

肺
が
ん
検
診

受
診
は
指
定
医
療
機
関
で

し
た
医
療
機
関
（
左
表
参
照
）
の

一
覧
表
を
送
付
し
ま
す
。
な
お
、

医
療
機
関
に
よ
っ
て
診
療
日
時
が

異
な
り
ま
す
。
受
診
の
際
は
、
診

　

詳
し
く
は
、
担
当
へ
。

担
当　
　
　
　
　
　

市
民
健
康
課
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療
日
時
を
含
め
、
あ
ら
か
じ
め
指

定
医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
の

上
、
各
診
査
用
書
類
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

　基本健康診査と肺がん検診は、○印の医療機関で受診できます。また、※の医療機関は
眼底検査のみで基本健康診査で医師の指示があった方に限り受けられます。

　

平
成
十
二
年
四
月
か
ら
こ
れ
ま

で
の
学
生
免
除
制
度
が
学
生
特
例

制
度
と
な
り
、
学
生
本
人
の
前
年

分
の
所
得
に
よ
り
審
査
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

○
四
月
〜
平
成
十
三
年
三
月
ま
で

の
一
年
間
の
免
除
ま
た
は
納
付

特
例
を
受
け
た
い
方
は
、
五
月

三
十
一
日（
水
）ま
で
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
免
除
は
、
申
請

し
た
月
の
前
月
か
ら
が
免
除
対

象
に
な
り
ま
す
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の

　

▽
学
生
の
方
＝
学
生
証
（
コ

ピ
ー
可
）、
印
鑑
、
年
金
手
帳
▽

一
般
の
方
＝
印
鑑
、
年
金
手
帳

〔
共
通
事
項
〕
前
年
中
の
収
入
・

　

地
方
分
権
を
推
進
す
る
上
で
、

国
と
地
方
自
治
体
が
分
担
す
べ
き

役
割
を
明
確
に
し
、
地
方
自
治
体

が
そ
の
自
主
・
自
立
性
を
高
め
る

こ
と
は
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
市
で
は
関
係
す

国
民
年
金
保
険
料

免
除
制
度
が
変
わ
り
ま
す

所
得
の
証
明
が
必
要
（
源
泉
徴
収

票
、
確
定
申
告
書
の
控
も
可
）

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
か
ら
保
険

料
を
納
め
ら
れ
な
い
場
合
は
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

○
学
生
の
方
は
「
学
生
納
付
特
例

制
度
」
を

　

学
生
自
身
の
所
得
が
一
定
以
下

の
場
合
、
申
請
に
基
づ
き
保
険
料

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。 
猶
予
に
な
っ

て
も
十
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
さ
か

の
ぼ
っ
て
納
め
る
（
追
納
）
こ
と

が
で
き
ま
す
。
な
お
、
猶
予
さ
れ

て
追
納
し
な
か
っ
た
期
間
は
、
老

齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に

は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
の

計
算
に
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

学
生
納
付
特
例
を
申
請
す
る
場

合
、学
生
自
身
の
前
年
分
所
得
に

対
す
る
所
得
制
限
は
次
の
通
り
で

す
。

①
障
害
者
・
寡
婦
の
方
＝
前
年
中

の
合
計
所
得
金
額
が
百
二
十
五
万

円
以
下
で
す
。

②
①
以
外
の
学
生
の
方
＝
前
年
中

の
合
計
所
得
金
額
が
六
十
八
万
円

以
下
で
す
。

○
自
営
業
・
自
由
業
な
ど
の
方
は

「
保
険
料
免
除
制
度
」
を

　

①
収
入
が
少
な
く
、
生
活
に
お

困
り
の
方
②
営
業
不
振
で
納
め
ら

れ
な
い
方
③
失
業
中
で
納
め
る
余

裕
の
な
い
方
④
病
気
や
け
が
な
ど

で
経
済
的
に
お
困
り
の
方
な
ど

は
、
社
会
保
険
事
務
所
に
申
請
し

て
承
認
さ
れ
る
と
、
保
険
料
が
免

除
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
担
当
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

担
当　
　
　
　
　
　

国
保
年
金
課
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る
条
例
、
規
則
の
整
備
を
進
め
、

既
に
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

よ
う
に
、
昨
年
十
二
月
の
市
議
会

に
お
い
て
「
座
間
市
福
祉
事
務
所

設
置
条
例
」
な
ど
七
件
の
条
例
改

正
を
行
い
、
三
月
議
会
で
は
、
手

数
料
額
を
市
の
独
自
の
判
断
で
決

め
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
「
座
間

市
手
数
料
条
例
」
の
改
正
や
、
国

が
設
置
を
義
務
づ
け
て
い
た
必
置

規
制
の
廃
止
・
緩
和
措
置
を
受
け

て
「
座
間
市
都
市
計
画
審
議
会
条

例
」
を
新
設
す
る
な
ど
、
計
六
本

の
条
例
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
と
も
地
方
分
権

の
推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
獲

得
し
た
自
主
・
自
立
性
を
活
用
し

て
、
地
域
特
性
を
生
か
し
た
施
策

の
展
開
に
一
層
努
力
し
て
い
き
ま

す
。

担
当　
　
　
　
　
　

企
画
政
策
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ご
存
知
で
す
か
！

保
険
料
を
納
め
る
の
が

困
難
な
と
き
は
…

地
方
分
権
の
取
り
組
み
を

進
め
ま
す

肺がん基本電話番号所在地医療機関名
ー○０４６（２５１）３３１８相模が丘２ー３９ー２９碇 医 院
○○０４６（２５１）２２０５　　〃　　３ー５３ー１０鴇 田 医 院
○○０４６（２５２）１７７７　　〃　　４ー１９ー１８佐 藤 内 科
○○０４２（７４７）６２５６　　〃　　５ー４７ー１６田 中 医 院
ー○０４６（２５１）０５４７立野台２ー４ー２４豊 川 内 児 科
ー○０４６（２５１）０４５５緑ケ丘４ー２１ー６三 晃 診 療 所
○○０４６（２５４）８３０７　〃　５ー６ー３１広 井 内 科 医 院
○○０４６（２５５）８６１１座間２ー２３６ー４浅 利 ク リ ニ ッ ク
○○０４６（２５５）３００３相武台１ー４５０７相武台メディカルクリニック
○○０４６（２５１）１３６４　〃　３ー４８６６ー３降 矢 医 院
ー○０４６（２５４）７２９０　〃　３ー４８６６ー２２古 川 医 院
ー○０４６（２５１）４６１８入谷３ー６３５３小 菅 医 院
○○０４６（２５５）５２２２　〃　４ー５０２３ー５宮 本 内 科 小 児 科
○○０４６（２５７）２２６１　〃　５ー１８８１ー５８伊 藤 ク リ ニ ッ ク
ー○０４６（２５５）２７３２ひばりが丘１ー５５４３ー１鳥 羽 内 科
○○０４６（２５１）３１３７　　〃　　３ー７０１ー９前 田 医 院
○○０４６（２５３）１２３４さがみ野３ー１ー１２菊 田 医 院
○○０４６（２５４）３１６６立野台２ー３ー６竹 川 胃 腸 科 医 院
○○０４２（７４８）７１３１相模が丘１ー１８ー２６入 澤 ク リ ニ ッ ク
○○０４６（２５５）３２２８相武台２ー１５０馬 来 胃 腸 科 外 科
ー○０４２（７４３）５６０７相模が丘１ー２８ー８山 下 整 形 外 科
○○０４６（２５６）１１７７入谷５ー１８０９井 上 外 科 整 形 外 科
ー○０４６（２５３）４３３３ 〃 ４ー２５９８内 山 外 科 整 形 外 科
ー○０４６（２５６）７３５５さがみ野１ー５ー８中 村 整 形 外 科
○○０４６（２５４）３２２１相武台１ー９５相武台外科胃腸科医院
○○０４６（２５８）２７２８相武台３ー４８５１ー１相 武 台 脳 神 経 外 科
○○０４６（２５６）００１１相模が丘６ー２４ー２８相 模 台 病 院
○○０４６（２５１）４１１１立野台３ー９ー３座 間 中 央 病 院
○○０４６（２５６）５１１１相武台１ー４９４１ー１相 武 台 病 院
○○０４６（２５６）０１８１ひばりが丘５ー６１３６ー３１ひ ば り が 丘 病 院
○○０４６（２５５）３２１１東原１ー６ー１２座 間 厚 生 病 院
ー○０４６（２５１）０４２８相模原市新戸１７１７新 戸 診 療 所
ー○０４６（２３１）１５６６海老名市東柏ヶ谷３ー３ー９藤 本 内 科
ー○０４６（２３５）４３３３　　〃　　〃　３ー１３ー６と が し ク リ ニ ッ ク
ー○０４６（２３１）９９８１　　〃　　〃　３ー１７ー３１さ が み 野 診 療 所
ー○０４６（２３３）２２１１　　〃　　〃　６ー１５ー５佐 藤 ク リ ニ ッ ク
ー○０４６（２３３）５１１０　　〃　　〃　６ー２０ー２０さ が み 野 中 央 病 院
ー○０４６７（７８）１５５５綾瀬市寺尾中３ー１０ー１３緒 方 医 院
ー○０４６７（７７）５１１１　〃　深谷３８１５綾 瀬 厚 生 病 院
ー○０４６７（７７）７１１１　〃　深谷４１７６ー３熊 倉 整 形 外 科 病 院
ー○０４６７（７８）１５９８　〃　大上３ー２０ー２３共 ケ 岡 診 療 所
ー○０４６７（７８）０３２７　〃　深谷２１４２紀 医 院
ー○０４６７（７８）０３００　〃　深谷３４７１－７茂 木 産 婦 人 科
ー○０４６７（７９）０３５５　〃　深谷１４７４比 留 川 医 院
ー○０４６７（７０）８０３１　〃　深谷３９５９－１さとうこどもクリニック
ー※０４６（２５６）００１１相模が丘６ー２４ー２８相模台病院（眼科）
ー※０４６（２５４）５６８５相武台１ー４５１５ー１新 井 眼 科
ー※０４６（２５１）６２３４入谷５ー１７００ー１ざま眼科クリニック
ー※０４２（７４３）９６３４相模が丘５ー５ー２０相 模 原 眼 科 医 院

●指定医療機関一覧表●

～そよ風にのって～
○と　き　５月１０日（水）午後０時２０分～４０分
○ところ　市庁舎１階市民サロン
○曲　目　春へのあこがれ（モーツアル
ト）、ゆけ

　わがそよ風（メンデルスゾーン）ほか
○演奏者　ソプラノ
　竹内宏佳・殿川裕子
　ピアノ　中山知美

集
の
し
お
り
を
配
付
し
ま
す
。

○
対　

象　

入
谷
地
域
の
五
百

平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
敷
地

に
、
十
戸
以
上
の
耐
火
お
よ

び
準
耐
火
構
造
の
集
合
住
宅

を
平
成
十
三
年
度
内
に
建
設

で
き
る
方

○
主
な
構
造
条
件　

一
戸
当
た

り
の
床
面
積
が
、
お
お
む
ね

三
十
平
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
八

十
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
公
営

住
宅
等
整
備
基
準
、
市
開
発

指
導
要
網
な
ど
に
適
合
す
る

共
同
住
宅

○
申
込
方
法　

五
月
二
十
六
日

（
金
）ま
で
に
、
担
当
課
に
あ

る
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添

付
し
担
当
へ
持
参

担
当　
　
　
　
　
　
　

建
築
課

�
０
４
６（
２
５
２
）７
０
３
２

�
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

今月のロビーコンサート

市借上公営
賃貸住宅の

建て主募集
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日
本
赤
十
字
社
は
、
国
内
外
の

災
害
や
難
民
救
援
活
動
を
は
じ

め
、
医
療
救
護
態
勢
の
充
実
や
献

血
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
皆
さ
ん
か
ら

の
寄
付
金
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

五
月
は
「
赤
十
字
運
動
月
間
」

と
し
て
全
国
的
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
行
わ
れ
ま
す
。
期
間
中
は
座
間

市
地
区
に
お
い
て
も
、
自
治
会
に

お
願
い
し
て
運
動
協
力
を
呼
び
掛

け
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
日
本
赤
十
字

社
神
奈
川
県
支
部
�
０
４
５

（
６
８
１
）２
１
２
３

担
当　
　
　
　
　
　

社
会
福
祉
課

　

�
０
４
６（
２
５
２
）７
１
２
２

　

�
０
４
６（
２
５
６
）３
６
０
０

　

市
で
は
、
毎
日
の
消
費
生
活
の

中
で
生
じ
る
商
品
の
売
買
や
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
な
ど
に
つ
い
て
の
、

苦
情
相
談
を
受
け
た
り
情
報
を
提

供
す
る
な
ど
消
費
生
活
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
に
は
専
門
の
相
談
員
が
応

じ
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

消
費
生
活
相
談

体
制
充
実

　

市
で
は
、
皆
さ
ん
に
野
菜
や
花

作
り
を
通
し
て
、
自
然
と
の
ふ
れ

あ
い
や
収
穫
の
喜
び
を
味
わ
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
市
内
に
あ
る
農

地
を
借
り
上
げ
「
市
民
農
園
」
を

開
設
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
土
に

親
し
み
な
が
ら
自
然
の
恵
み
を
受

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
応
募
資
格　

野
菜
や
花
栽
培
に

関
心
の
あ
る
市
民
の
方
（
既
に

利
用
さ
れ
て
い
る
方
の
応
募
は

不
可
）

○
所
在
地　

座
間
一
四
七
二
ー
一

外 （
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル
×
四

十
区
画
程
度
）

○
利
用
区
画　

一
世
帯
に
つ
き
一

区
画

○
利
用
期
間　

平
成
十
二
年
六
月

一
日
〜
平
成
十
五
年
二
月
二
十

八
日

○
年
間
使
用
料　

五
千
四
百
円

○
申
込
方
法　

五
月
十
日（
水
） ま

で
に
、
担
当
ま
た
は
各
出
張
所

に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
市
役
所
産

業
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
（
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

　

詳
し
く
は
、
担
当
へ
。

担
当　
　
　
　
　
　
　
　

産
業
課

�
０
４
６（
２
５
２
）７
６
０
１

示
日
の
変
更
に
よ
り
、
次
の
条
件

を
満
た
す
住
宅
が
対
象
と
な
っ
て

い
ま
す
。

﹇
助
成
の
対
象
と
な
る
住
宅
﹈

　

新
た
に
、
昭
和
五
十
九
年
六
月

一
日
〜
昭
和
六
十
一
年
九
月
十
日

　

市
で
は
、
座
間
市
環
境
保
全
行

政
施
策
推
進
指
針
（
平
成
九
年
十

一
月
策
定
）
に
基
づ
き
、「
市
民
の

行
動
計
画
書
」を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、「
出
来
る
も
の
を
、
で
き

る
こ
と
か
ら
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

日
常
生
活
の
中
で
の
ち
ょ
っ
と
し

た
注
意
や
努
力
に
よ
っ
て
改
善
で

安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

第
一
週
〜
第
四
週
の

火
曜
・
金
曜
日
午
前
十
時
〜
正

午
・
午
後
一
時
〜
三
時
三
十
分

○
と
こ
ろ　

市
役
所
三
階
相
談
室

担
当　
　
　
　
　
　

市
民
生
活
課

�
０
４
６（
２
５
２
）８
１
５
８

�
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

市
民
農
園

利
用
者
を

募
集 座座座座座座座座座座

間間間間間間間間間間
市市市市市市市市市市
環環環環環環環環環環
境境境境境境境境境境
保保保保保保保保保保
全全全全全全全全全全

座
間
市
環
境
保
全

行行行行行行行行行行
政政政政政政政政政政
施施施施施施施施施施
策策策策策策策策策策
推推推推推推推推推推
進進進進進進進進進進
指指指指指指指指指指
針針針針針針針針針針

行
政
施
策
推
進
指
針

「
市
民
の
行
動
計
画
書
」を
配
布
し
ま
す

き
る
環
境
保
全
策
を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。

　

近
年
の
環
境
問
題
の
原
因
は
、

自
動
車
排
ガ
ス
、
生
活
排
水
、
資

源
の
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
な
ど

生
活
に
起
因
す
る
も
の
の
割
合
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
な

け
れ
ば
環
境
問
題
の
解
決
は
で
き

ま
せ
ん
。是
非
、こ
の
行
動
計
画
書

を
手
に
取
っ
て
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
冊
子
は
、
自
治
会

に
よ
る
配
布
の
ほ
か
、
市
役
所
一

階
市
民
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
市
公
民

館
、
市
立
図
書
館
、
北
・
東
地
区

文
化
セ
ン
タ
ー
、
各
出
張
所
、
各

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
文
化

福
祉
会
館
で
配
布
し
ま
す
。な
お
、

ご
意
見
、
ご
感
想
な
ど
も
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

担
当　
　
　
　
　
　

環
境
保
全
課

�
０
４
６（
２
５
２
）７
６
７
５

�
０
４
６（
２
５
７
）７
７
４
３

　

国
（
横
浜
防
衛
施
設
局
）
で
は
、

航
空
機
騒
音
に
よ
る
障
害
を
軽
減

す
る
た
め
、
一
定
区
域
の
住
宅
に

つ
い
て
防
音
工
事
の
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
回
の
募
集
は
、
防

音
工
事
対
象
区
域
を
指
定
し
た
告

ま
で
に
建
て
ら
れ
た
住
宅
で
、
今

ま
で
に
国
か
ら
防
音
工
事
の
助
成

を
受
け
て
い
な
い
住
宅
。

○
対
象
区
域  
ひ
ば
り
が
丘
、
東

原
、
さ
が
み
野
、
小
松
原
、
栗

原
中
央
五
・
六
丁
目
、
南
栗
原

一
〜
五
丁
目
、広
野
台
二
丁
目
、

相
模
が
丘
四
・
六
丁
目
の
全
域

お
よ
び
栗
原
、
栗
原
中
央
一
〜

四
丁
目
、
南
栗
原
六
丁
目
、
広

野
台
一
丁
目
、
相
模
が
丘
三
・

五
丁
目
の
一
部
で
す
。　

○
申
込
方
法　

▽
日
時
＝
五
月
十

六
日（
火
）〜
十
九
日（
金
）午
前

＝
市
役
所
隣
の
ふ
れ
あ
い
会
館

二
階
中
会
議
室

※
住
宅
の
建
築
完
成
年
月
の
確
認

で
き
る
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

◇
建
替
工
事
の
助
成
対
象
と
な
る

住
宅
お
よ
び
防
音
区
画
改
善
工
事

の
対
象
と
な
る
住
宅
に
つ
い
て

も
、
引
き
続
き
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
横
浜
防
衛
施
設
局

�
０
４
５（
６
５
１
）１
６
３
１
内

線
７
３
５
１
ま
た
は
７
３
５
２
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住住
宅宅
防防
音音
工工
事事

の
お
知
ら
せ

と　こ　ろと　　　　き区　分

３階相談室（法務相談
は３階第１会議室）
法律相談は、いずれも
定員７人になり次第、
締め切ります。

今月は第２木曜日午前９時～正午と
第３・第４木曜日午後１時３０分～４時
３０分〈予約制（電話可）１日午前８時３０
分～今月分を受け付け〉

１１・１８・
２５日

法 律
（予約制）

毎月第２火曜日　午前９時～正午９日
法 務
（人権･戸
籍・登記）

毎月第３木曜日　午前９時～正午１８日
行 政

担当　市民生活課�０４６（２５２）８１５８
１階国保年金課内毎月第２月曜日　午前１０時～午後３時８日

年 金
担当　国保年金課�０４６（２５２）７０３５

ふれあい会館２階毎月第３木曜日　午前１０時～午後３時１８日駐 留 軍
離 職 者 担当　産業課�０４６（２５２）７６０４

４階第１会議室毎月第３木曜日　午前９時～午後３時１８日高 年 齢
者 職 業  担当　高齢対策課�０４６（２５２）７１２７

１階児童課内毎月第３木曜日　午前１０時～午後３時１８日
婦 人

担当　児童課�０４６（２５２）７２０１

市文化福祉会館今月は第１～第４土曜日　午前９時～
午後３時

６・１３・
２０・２７日結 婚

担当　市文化福祉会館�０４６（２５１）４１１７

３階相談室
（詳細については、担当
へお問い合わせくださ
い）

毎月第１～第４火・金曜日
午前１０時～正午と午後１時～３時３０分

２・９・
１２・１６・
１９・２３・
２６日

消 費
生 活

担当　市民生活課�０４６（２５２）８１５８
１階児童課毎週月～金曜日　午前９時～午後３時母 子

生 活 担当　児童課�０４６（２５２）７２０１
市立青少年センター内
青少年相談室毎週月～金曜日　午前９時～午後４時

青 少 年
担当　青少年相談室�０４６（２５６）０９０７

市立青少年センター内
教育研究所毎週月～金曜日　午前１０時～午後４時

教 育
担当　教育研究所�０４６（２５６）１９３９

相談はいずれも無料です

九
時
〜
午
後

五
時
▽
場
所

市民体育館
スポーツ公開講座第２弾

　（財）小田急電鉄事業団（理事長北中誠）は、昭和60

年から小田急線沿線の各市に福祉車輌の寄付を行っていま

す。平成11年度は座間市が対象となり、４月７日に寄贈

されました。

　この車輌は市を経由し、市社会福祉協議会に寄贈され、

「ロマンス号」と名

付けられました。

　今後一般の交通

機関を利用して外

出することができ

ない方を対象に、

移送サービス事業

に使用され、その

活躍が期待されて

います。

�

タ�ウ�ン�

ア�イ�

（財）小田急電鉄
事業団が福祉車
輌を寄贈

環境通信11

●の
 

5 月 の 相 談 日

　健康第一、元気はつらつとした毎日
を過ごしたいという思いは老若男女だ
れでも同じだと思います。堅くなった
筋肉を徐々に伸ばすことで柔軟性を持
たせ、いつまでも若さを保つため、ま
た、けがを防ぐためにも有効なスト
レッチ体操の理解を深め、日々実践し
ましょう。
　高木トレーナーがゆっくりと分かり
やすくお教えします。
○と　き　平成１２年５月２１日（日）午前
１０時～１１時（開場午前９時３０分）
○ところ　市民体育館中体育室
○内　容　①実技と解説②質疑応答
○講　師　市民体育館トレーニング室
トレーナー高木美枝さん
○対　象　一般の方
○定　員　５０人
○受講料　５００円
○その他　当日は運動のできる服装で
（トレーニングウェア・トレーニン
グシューズ・大判のタオルなど）
○申込方法　受講料を添えて申し込み
（電話予約も可）
担当　市民体育館スポーツ事業班

�０４６（２５５）００７７

「元気はつらつ
講座」受講生
募集！

第１回

５
月
は

赤
十
字
運
動
月
間
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明明日日ををひひららくく
充充実実をを目目指指
●ときめきスクールプラン
実施します

を
実
施
し
ま
す

こ
の
プ
ラ
ン
で

は
「
特
色
あ
る
教
育
」
に
よ
り
一

人
ひ
と
り
が
の
び
や
か
に
学
ぶ
こ

　

新
し
い
教
育
課
程
の
実
施
に
向

　

市
内
の
学
校
で
は
、
既
に
、
新

し
い
取
り
組
み
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
十
年
度
か
ら
文
部
省
の
委

託
を
受
け
て
、
東
中
学
校
区
で
は

「
道
徳
的
実
践
活
動
推
進
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、幼
稚
園
、保
育
園
、小
・

中
学
校
、
高
等
学
校
と
保
護
者
や

地
域
の
方
が
連
携
し
て
道
徳
的
実

践
活
動
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

　

具
体
的
な
活
動
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

○
体
験
活
動

共
に
学
び
共
に
育
つ

に
育
つ
教
育
を
目
指
し
て
、
障
害

児
教
育
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

心
身
に
障
害
の
あ
る
児
童
・
生

徒
に
対
す
る
教
育
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
障
害
に
応
じ
た
配
慮
の
下
、
一

人
ひ
と
り
の
児
童
の
能
力
・
適
正

を
最
大
限
に
伸
ば
す
こ
と
を
目
的

と
し
、
将
来
の
社
会
参
加
・
自
立

に
向
け
て
、
今
、
そ
の
子
が
必
要

と
し
て
い
る
教
育
を
保
障
し
て
い

こ
う
と
努
め
て
い
ま
す
。

稚
園
）

ハ
イ
チ
ェ
ア

Ｗ

Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
デ
コ
ー
ダ
ー
、
ル
ー

ム
ラ
ン
ナ
ー
、
事
務
用
机
、
ス

テ
レ
オ
、
ベ
ビ
ー
布
団
、
ソ

フ
ァ
ー
、
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド
、

ベ
ビ
ー
カ
ー
Ｂ
、
座
卓

○
希
望
し
ま
す

自
転
車
（　

〜　

イ
ン
チ
）
、

１６

２６

子
供
用
補
助
付
自
転
車
、
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
、
パ
ソ
コ
ン
、

ベ
ビ
ー
カ
ー
（
Ａ
・
Ｂ
・
双
子

用
）
、
パ
ソ
コ
ン
台
、
剣
道
防

具
、
剣
道
着
、
ブ
ラ
ン
コ
、

ベ
ッ
ド
（
ベ
ビ
ー
・
二
段
）
、

食
器
棚
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、

制
服
（
や
な
せ
・
孝
道
・
豊
泉

幼
稚
園
）
、
大
人
用
三
輪
自
転

車
、
カ
ラ
ー
モ
ニ
タ
ー
テ
レ

ビ
、
ピ
ア
ニ
カ
、
ベ
ビ
ー
モ
ニ

タ
ー
、
空
手
用
防
具
、
圧
力
な

べ
、
ジ
ュ
ニ
ア
布
団
、
テ
ー
ブ

ル
・
イ
ス
、
家
具
調
こ
た
つ
、

ベ
ビ
ー
タ
ン
ス
、
布
団
乾
燥

機
、
ミ
ニ
コ
ン
ポ
、
ベ
ビ
ー
か

ご
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
ハ
イ

チ
ェ
ア
ー
、
ぶ
ら
さ
が
り
健
康

器
、
ミ
シ
ン
、
電
動
ル
ー
ム
ラ

ン
ナ
ー

担
当　
　
　
　
　

市
民
生
活
課

�
０
４
６（
２
５
２
）８
１
５
８

�
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

●市教育課程等研究推進校

○
市
総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技

の
部
出
場
者
募
集

▽
と
き
＝
６
月　

日（
日
）午
前

１８

８
時　

分
〜
（
受
け
付
け
）
▽

３０

と
こ
ろ
＝
大
和
市
陸
上
競
技
場

▽
参
加
資
格
＝
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
者
お
よ
び
市
陸
上
競

技
協
会
登
録
者
（
小
学
生
は
５

年
生
以
上
で
保
護
者
同
伴
）
▽

参
加
費
＝
陸
協
登
録
者
８
０
０

円
、
未
登
録
者
１
０
０
０
円
、

高
校
生
５
０
０
円
、
中
学
生
３

０
０
円
、
小
学
生
無
料
▽
申
込

方
法
＝
６
月
２
日（
金
）ま
で
に

電
話
で
陸
協
事
務
局
�
０
４
６

（
２
５
４
）３
０
６
４
（
佐
藤
）

不
用
品
バ
ザ

模
擬
店

ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
▽
問
い
合
わ

せ
先
＝
同
作
業
所
�
０
４
２

（
７
４
３
）４
２
３
４

○
中
国
語
初
級
講
座

▽
と
き
＝
毎
月
３
回
金
曜
日
ま

た
は
日
曜
日
午
後
２
時
〜
３
時

　

分
▽
と
こ
ろ
＝
東
地
区
文
化

３０セ
ン
タ
ー
▽
対
象
＝
初
心
者
歓

迎
▽
会
費
＝
月
額
１
５
０
０
円

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
０
４
６

（
２
５
５
）５
５
９
３
（
伊
東
）

○
「
ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を
お
く

る
運
動
」
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
▽
と
き
＝
５
月
１
日（
月
）〜
６

月　

日（
金
）▽
内
容
＝
厳
し
い

３０
気
候
の
中
で
生
活
し
て
い
る
ア

フ
リ
カ
の
人
た
ち
に
お
く
る
た

め
、
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
毛
布

を
提
供
し
て
く
だ
さ
い
▽
申
込

方
法
＝
電
話
で
明
る
い
社
会
づ

く
り
運
動
座
間
よ
も
ぎ
の
会
�

０
４
６（
２
５
１
）７
５
７
０

（
宮
崎
）
へ

○
「
女
性
文
化
大
学
」
き
も
の

シ
ョ
ー
出
演
者
・
観
覧
者
募

集
▽
と
き
＝
①
６
月
９
日（
金
）②

　

日（
木
）い
ず
れ
も
午
後
６
時

１５
　

分
〜
８
時　

分
▽
と
こ
ろ
＝

３０

３０

①
大
和
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
②
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
相

模
大
野
▽
内
容
＝
王
朝
装
束
着

装
実
演
や
解
説
を
交
え
、
さ
ま

ざ
ま
な
趣
向
で
着
物
文
化
を
紹

介
す
る
シ
ョ
ー
の
出
演
者
・
観

覧
者
を
募
集
し
ま
す
▽
入
場
料

＝
無
料
▽
申
込
方
法
＝
５
月　
２０

日（
土
）ま
で
に
電
話
で　

民
族

（財）

衣
装
文
化
普
及
協
会
�
０
１
２

０（
３
０
９
）４
１
１
へ

○
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
県
央
地
区

ビ
ー
バ
ー
隊
合
同
隊
集
会

▽
と
き
＝
５
月　

日（
日
）午
前

２１

　

時
〜
午
後
１
時
▽
と
こ
ろ
＝

１０海
老
名
運
動
公
園
芝
生
広
場
▽

内
容
＝
県
央
地
区
の
ス
カ
ウ
ト

が
集
ま
り
ゲ
ー
ム
大
会
を
行
う

▽
対
象
＝
幼
児
、
小
学
校
低
学

年
（
一
般
の
参
加
も
可
）
▽
問

い
合
わ
せ
先
＝
�
０
４
６（
２

５
４
）０
６
８
７
（
原
）

電話番号学校名
０４６（２５１）０００９座間小学校
０４６（２５１）００７４栗原小学校
０４６（２５１）０６２５相模野小学校
０４６（２５１）６４４６相武台東小学校
０４６（２５２）１１２４ひばりが丘小学校
０４６（２５３）３１４５東原小学校
０４６（２５４）８２０２相模が丘小学校
０４６（２５４）８１００立野台小学校
０４６（２５３）７２１１入谷小学校
０４６（２５３）２２５５旭小学校
０４６（２５１）３８８２中原小学校
０４６（２５１）０１３５座間中学校
０４６（２５１）２２７７西中学校
０４６（２５３）３３５７東中学校
０４６（２５４）９９７７栗原中学校
０４６（２５３）２１８３相模中学校
０４６（２５６）０７００南中学校

●問い合わせ先

を
育
成
し
ま
す

②
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
る
力
を

育
成
し
ま
す
。

③
ゆ
と
り
あ
る
教

育
活
動
を
展
開

す
る
中
で
、
基

礎
・
基
本
の
確

実
な
定
着
を
図

り
、
個
性
を
生

か
す
教
育
を
充

実
し
ま
す
。

④
各
学
校
が
創
意

工
夫
を
生
か
し

た
特
色
あ
る
教

育
、
特
色
あ
る

学
校
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

　

新
し
い
指
導
要

「
総
合
的
な
学

習
の
時
間
」
が

設
け
ら
れ
ま
す

て
い
ま
す

　

と
き
め
き
ス
ク
ー
ル
推
進
委
託

事
業
の
概
要
は
右
下
図
の
と
お
り

で
す
。

未
来
を
託
す
子
供
た
ち
を

み
ん
な
の
手
で
育
て
ま
し
ょ
う

教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

ご
協
力
を
！

へ
の
協
力
が
望
ま
れ
て
い
ま
す

各
学
校
か
ら
の
地
域
へ
の
依
頼
に

対
し
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。ま
た
、こ
れ
か
ら
増
え
て
い

く
校
外
に
お
け
る
子
供
た
ち
の
活

動
を
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
各
小
・

中
学
校
へ
お
願
い
し
ま
す
（
左
表

参
照
）。

思
い
や
り
を
育
て
る
た
め
に

職
場
体
験
、
職
場
実
習
、
米
づ
く

り
、
わ
ら
細
工
な
ど

○
福
祉
活
動

手
話
の
学
習
、手
話
の
コ
ー
ラ
ス
、

手
話
の
英
語
ス
ピ
ー
チ
、
老
人

ホ
ー
ム
訪
問
、
介
護
体
験
、
車
い

す
や
ア
イ
マ
ス
ク
体
験

○
美
化
活
動

地
域
の
清
掃
、
花
壇
づ
く
り

○
ふ
れ
あ
い
活
動

地
域
の
方
と
の
豚
汁
づ
く
り
、
国

際
交
流
、
障
害
者
・
高
齢
者
・
幼

児
と
の
ふ
れ
あ
い

○
子
ど
も
フ
ォ
ー
ラ
ム

平
成
十
一
年
度　

市
民
文
化
会
館

（
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
座
間
）
で

発
表
・
話
し
合
い

平
成
十
二
年
度　

横
浜
市
泉
公
会

堂
で
発
表
・
話
し
合
い
（
予
定
）

　

ま
た
、
子
供
た
ち
に
起
こ
っ
て

い
る
問
題
行
動
や
学
校
不
適
応
な

ど
の
諸
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

臨
床
心
理
の
専
門
的
知
識
を
持
っ

た
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
活

用
に
つ
い
て
、
調
査
研
究
を
行
う

「
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
活
用

調
査
研
究
委
託
事
業
」
も
、
文
部

省
の
委
託
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
十
二
年
度
は
、
南

中
学
校
に
お
い
て
一
年
間

の
研
究
が
進
め
ら
れ
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が

子
供
た
ち
へ
の
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
や
保
護
者
・
教
職

員
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

を
す
る
中
で
、
そ
の
あ
る

べ
き
姿
を
探
っ
て
い
ま

す
。

　

市
内
の
学
校
に
お
け
る

そ
の
他
の
取
り
組
み
は
、

左
上
表
の
と
お
り
で
す
。

○
障
害
の
あ
る
児
童
・
生
徒
に
対

し
、
き
め
細
か
な
指
導
が
で
き

る
よ
う
障
害
児
学
級
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
言
語
障
害

の
あ
る
児
童
・
生
徒
は
、
こ
と

ば
の
教
室
に
通
級
で
き
ま
す
。

ま
た
、
不
登
校
の
児
童
・
生
徒

の
た
め
に
、
つ
ば
さ
級
が
あ
り

ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
子
供
も
な

い
子
供
も
、
共
に
学
び
共

○
障
害
の
あ
る
児
童
・
生
徒
に
応

じ
た
学
校
施
設
の
整
備
に
努
め

て
い
ま
す
。

○
重
度
の
障
害
児
が
複
数
在
籍
す

る
学
級
に
障
害
児
介
助
員
を
派

遣
し
、
指
導
内
容
の
充
実
を

図
っ
て
い
ま
す
。

○
日
常
の
交
流　

障
害
の
状
態
に

応
じ
て
、
可
能
な
か
ぎ
り
普
通

学
級
と
交
流
し
ま
す
。

○
な
か
よ
し
交
流　

普
通
学
級
と

障
害
児
学
級
と
が
ゲ
ー
ム
な
ど

を
通
し
て
交
流
を
し
ま
す
。

○
移
動
教
室　

県
立
愛
川
ふ
れ
あ

い
の
村
に
、
小
学
三
年
生
以
上

の
障
害
児
学
級
児
童
・
生
徒
が

家
庭
を
離
れ
一
泊
し
、
友
達
と

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
し
ま
す
。

○
ブ
ロ
ッ
ク
交
流　

近
隣
の
障
害

児
学
級
同
士
の
交
流
を
学
期
に

一
度
程
度
実
施
し
ま
す
。

　

市
か
ら
障
害
児
教
育
研
究
会
に

委
託
し
、
指
導
法
の
研
究
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
学
習
障
害
や
注

意
欠
陥
多
動
症
な
ど
の
研
修
も
し

て
い
き
ま
す
。

障
害
に
応
じ
た
教
育
と

そ
の
た
め
の
教
育
環
境
の
充
実

障
害
児
教
育
の

質
の
向
上
の
た
め
に

交
流
教
育
の
推
進

み
ん
な
の�

広
場�

総合的な学習の研究
　～座間小学校における総合的な学習の研究～座間小学校

温かく思いやりのある子の育成
　～生活科・総合的な学習の指導を通して～相模野小学校

豊かに感じ、自ら学ぶ子　～わくわくどきどきの
生活科・総合的な学習の時間を通して～相模が丘小学校

２００２年に向けた教育課程の研究
　～総合学習への取り組み～西中学校

生きる力を育てる新教育課程
　～総合学習の実践～南中学校

●国際交流教育実践研究委託校

地域に根ざした国際的視野を持った児童を育成する
ため、ふれあい体験を通し異文化の理解を深める相模野小学校

豊かな心を持ち、主体的に考え行動できる子を目指
して　～外国の人々との交流を通して、外国の生活
や文化に親しむ～

入谷小学校

進んで学ぶ子の育成を目指して
　～国際理解教育を通して～中原小学校

学校教育における国際交流の進め方相模中学校

職場体験

子どもフォーラム
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児童・生徒�

　　各教科�
●基礎・基本の確実

　な定着�
●個性を生かす教育�
●情報活用能力の育�
　成�

　　道　徳�
●生命尊重�
●豊かな心の育成�
●未来を開く力の育成�

　　特別活動�
●自主的、実践的活動
●地域の人々とのふれ
　あい�
●ボランティア活動�

総合的な学習の時間�
●体験的、問題解決的
　学習�
●環境、福祉、国際理
　解などテーマは各�
　学校で決定�
�

自ら学び自ら考え
る力を育成する�

豊かな人間性や社
会性、国際社会に
生きる日本人とし
ての自覚の育成�

� ��

学校・家庭・地域社会

生きる力の育成のために
《ときめきスクール推進委託事業》

ららくく教教育育のの
目目指指ししてて
プランを

　

市
で
は
、「
ゆ
と
り
」
の
中
で
「
生
き
る
力
」
を
育
成
し
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
平
成

十
二
年
度
か
ら
「
と
き
め
き
ス
ク
ー
ル
プ
ラ
ン
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
各
教
科
領
域
の
充
実
や

指
導
法
の
改
善
に
向
け
、
外
部
の
指
導
者
な
ど
に
協
力
を
お
願
い
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
特
色
あ
る
教
育
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
市
内
の
小
・
中
学
校
に
委
託

し
て
実
施
す
る
「
と
き
め
き
ス
ク
ー
ル
推
進
委
託
事
業
」
を
紹
介
し
ま
す
。

担
当　

教
育
委
員
会
指
導
室　

�
０
４
６（
２
５
２
）８
７
３
２
・
�
０
４
６（
２
５
２
）４
３
１
１

　

今
日
、
児
童
・
生
徒
を
め
ぐ
る

状
況
を
見
る
と
、
受
験
競
争
の
過

熱
化
、
い
じ
め
や
不
登
校
、
学
校

外
で
の
社
会
体
験
の
不
足
な
ど
、

豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く
む
べ
き

時
期
の
教
育
に
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
出
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

課
題
に
適
切
に
対
応
し
て
い
く
こ

　

市
で
は
、
新
し
い
学
習
指
導
要

領
を
踏
ま
え
、
子
供
た
ち
に
と
っ

て
楽
し
い
学
校
を
実
現
す
る
た
め

「
と
き
め
き
ス
ク
ー
ル
プ
ラ
ン
」

を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
プ
ラ
ン
で

は
「
特
色
あ
る
教
育
」
に
よ
り
一

人
ひ
と
り
が
の
び
や
か
に
学
ぶ
こ

○
お
譲
り
し
ま
す

リ
ュ
ッ
ク
・
制
服
（
や
な
せ
幼

稚
園
）
、
ハ
イ
チ
ェ
ア
ー
、
Ｗ

Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
デ
コ
ー
ダ
ー
、
ル
ー

ム
ラ
ン
ナ
ー
、
事
務
用
机
、
ス

テ
レ
オ
、
ベ
ビ
ー
布
団
、
ソ

フ
ァ
ー
、
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド
、

へ○
え
の
き
の
里
バ
ザ
ー

▽
と
き
＝
５
月　

日（
土
）午
前

１３

　

時
〜
午
後
２
時
▽
と
こ
ろ
＝

１１障
害
者
地
域
作
業
所
え
の
き
の

里
（
相
模
が
丘
５
ノ　

ノ　

）

３９

１４

▽
内
容
＝
自
主
製
品
の
販
売
、

不
用
品
バ
ザ
ー
、
模
擬
店
、
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
▽
問
い
合
わ

せ
先
＝
同
作
業
所
�
０
４
２

（
７
４
３
）４
２
３
４

○
中
国
語
初
級
講
座

新
し
い
教
育
課
程
が
始
ま
り
ま
す

方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

教
育
改
革
が
行
わ
れ
、
新
し
い
教

育
課
程
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
す
。

　

平
成
十
二
年
度
か
ら
移
行
を
始

め
、
平
成
十
四
年
度
に
完
全
実
施

す
る
新
し
い
学
習
指
導
要
領
は
、

「
ゆ
と
り
」
の
中
で
「
生
き
る
力
」

を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
「
生
き
る
力
」
と
は
、
自
分
で
課

題
を
見
付
け
、
自
ら
学
び
、
自
ら

考
え
、
主
体
的
に
判
断
し
、
行
動

し
、
よ
り
良
く
問
題
を
解
決
す
る

能
力
の
こ
と
。
ま
た
、
自
ら
を
律

し
つ
つ
、
他
人
と
協
調
し
、
他
人

を
思
い
や
る
心
、
感
動
す
る
心
な

ど
豊
か
な
人
間
性
お
よ
び
た
く
ま

し
く
生
き
る
た
め
の
健
康
と
体
力

の
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
指
導
要
領
の
内
容
は
、

平
成
十
四
年
度
か
ら
毎
週
土
曜
日

を
休
み
と
す
る
完
全
学
校
週
五
日

制
の
実
施
お
よ
び
学
校
、
家
庭
、

地
域
社
会
で
の
教
育
や
生
活
全
体

で
、
子
供
た
ち
に
「
生
き
る
力
」

を
は
ぐ
く
み
、
健
や
か
な
成
長
を

促
す
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
小
・
中
学
校
と
も
授
業

時
間
数
が
年
間
七
十
時
間
短
縮
さ

れ
、
教
科
の
内
容
も
三
〇
�
削
減

さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
学
校
で
は
「
特
色
あ

る
教
育
」を
展
開
し
、「
生
き
る
力
」

の
育
成
を
基
本
と
す
る
次
の
よ
う

な
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

①
豊
か
な
人
間
性
や
国
際
社
会
に

生
き
る
日
本
人
と
し
て
の
自
覚

を
育
成
し
ま
す
。

②
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
る
力
を

育
成
し
ま
す
。

と
が
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
に
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
二
十
一

世
紀
に
向
け
て
社
会
は
、国
際
化
、

情
報
化
、
科
学
技
術
の
発
展
、
環

境
問
題
、
少
子
・
高
齢
化
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
大
き
く
変
化
し

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
変
化
を
踏
ま

え
た
新
し
い
時
代
の
教
育
の
在
り

③
ゆ
と
り
あ
る
教

育
活
動
を
展
開

領
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
教
科
の
枠

を
越
え
た
学
習
な
ど
が
で
き
る

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
が
新

設
さ
れ
ま
す
。

　

各
学
校
は
、
地
域
や
学
校
、
児

童
・
生
徒
の
実
態
な
ど
に
応
じ
て
、

教
科
横
断
的
・
総
合
的
な
学
習
や

児
童
・
生
徒
の
興
味
・
関
心
な
ど

に
基
づ
く
学
習
な
ど
、
創
意
工
夫

を
生
か
し
た
教
育
活
動
を
行
う
も

の
と
な
っ
て
お
り
、
次
の
二
点
が

ね
ら
い
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①
自
ら
課
題
を
見
付
け
、
自
ら
学

び
自
ら
考
え
、
主
体
的
に
判
断

し
、
よ
り
良
く
問
題
を
解
決
す

る
資
質
や
能
力
を
育
て
ま
す
。

②
学
び
方
や
も
の
の
考
え
方
を
身

に
着
け
、
問
題
解
決
や
探
究
活

動
に
主
体
的
、
創
造
的
に
取
り

組
む
態
度
を
育
て
、
自
己
の
生

き
方
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
。

　

総
合
的
な
学
習
の
時
間
は
「
生

き
る
力
」
の
育
成
や
学
び
方
お
よ

び
も
の
の
考
え
方
の
習
得
な
ど
の

ね
ら
い
の
下
、
各
教
科
な
ど
で
身

に
着
け
ら
れ
た
知
識
や
技
術
を
相

互
に
関
連
付
け
、
総
合
的
に
働
く

よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の

で
す
。

　

総
合
的
な
学
習
で
は
、
自
然
体

験
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の

社
会
体
験
、
観
察
・
実
験
、
見
学

や
調
査
、
発
表
や
討
論
、
も
の
づ

く
り
や
生
産
活
動
な
ど
の
体
験
的

な
学
習
、
問
題
解
決
的
な
学
習
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
き
ま

す
。

　

グ
ル
ー
プ
学
習
や
異
年
齢
集
団

に
よ
る
学
習
な
ど
の
多
様
な
学
習

形
態
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
を

得
な
が
ら
全
教
師
が
一
体
と
な
っ

て
指
導
に
当
た
る
な
ど
、
指
導
体

制
、
地
域
の
教
材
や
学
習
環
境
の

積
極
的
な
活
用
な
ど
に
つ
い
て
工

夫
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

実
体
験
で
感
動
あ
る
学
習
を

と
が
で
き
、「
ふ
れ
あ
い
教
育
」
に

よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
と
の
感

動
あ
る
交
流
を
通
し
、
豊
か
な
人

間
性
を
育
成
す
る
こ
と
を
柱
と
し

て
い
ま
す
。

　

と
き
め
き
ス
ク
ー
ル
推
進
委
託

事
業
の
概
要
は
右
下
図
の
と
お
り

で
す
。

け
、
各
学
校
で
取
り
組
み
が
始
ま

り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
ふ
れ
あ
い
教
育
以

上
に
、
学
校
に
お
け
る
教
育
活
動

へ
の
協
力
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

各
学
校
か
ら
の
地
域
へ
の
依
頼
に

対
し
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。ま
た
、こ
れ
か
ら
増
え
て
い

く
校
外
に
お
け
る
子
供
た
ち
の
活

不用�

品�
バ
ン
ク�

「ふれあい教育」
さまざまな人々との交流を通
し、豊かな人間性を育成します。

○クラブ活動や部活動、自然
体験活動、ボランティア活
動などを通し、幅広い体験
を得たり視野を広げたりし
ます。

○同じ社会に生きる人間とし
て、お互いを正しく理解し、
共に助け合い、支え合って
生きていくことの大切さを
学びます。

○郷土の歴史や伝統、文化を
学び、誇れる郷土を発見し
ます。
○高齢者に対する感謝と尊敬
の気持ちや思いやりの心を
はぐくみ、生きた知識や生
き方を学びます。

○上記のほか、郷土の歴史、
伝統文化、伝承遊び、園芸、
芸能鑑賞、レクリエーショ
ンなど

１、近隣の幼稚園・
保育園、小・中学
校、高校との交流

２、障害のある人々と
の交流

３、地域の人々や高齢
者との交流

４、活動の内容

現行のカリキュラム�

（小学校の例）�

特別活動（学級活動など）�

道　　徳�
特別活動（学級活動など）�

道　　徳�

各教科�
（国語、算数など）�

総合的な学習の時間�

各教科�
（国語、算数など）�

新しいカリキュラム�

総
合
的
な
学
習
の
内
容

「特色ある教育」
一人ひとりがのびやかに学びます

●総合的な学習の時間数（年間）
時　　間学　　年
１０５時間小学３・４年生
１１０時間小学５・６年生

７０～１００時間中学１年生
７０～１０５時間中学２年生
７０～１３０時間中学３年生

※平成１４年度から実施

（１）教育内容を厳選し、基礎・基本の確実
な定着を図ります。

（２）分かりやすく、学ぶ楽しさが味わえる
授業を展開します。

（３）外部指導者の協力を得て、個に応じた
指導を充実します。また、中学校の選
択学習の幅が広がります。

（１）体験的な学習を積極的に取り入れま
す。

（２）学び方やものの考え方を身に着け問題
解決や探究活動に主体的に取り組める
ようにします。（観察、実験、調査、
スピーチ、討論、ディベート、自然体
験やボランティアなどの社会体験）

（１）子供の興味・関心に基づく学習を展開
します。

（２）四つのバリアフリー
○教科の枠を取り払い、横断的・総合的
な学習を行います。
○単位時間や時間割に柔軟性を持たせま
す。
○グループ学習や異年齢集団による学習
など、柔軟な学習形態をとります。
○学校をオープンにし、地域の人材や施
設を積極的に生かした学習を行いま
す。

（３）創意工夫を生かした特色ある教育活動
○環境、福祉、国際理解、情報など学習
内容は各学校で決めます。
○テーマ、学習の名称も各学校で決めま
す。

２、自ら学び、自ら考える力の育成

１、分かる授業、楽しい学校

３、総合的な学習の時間

特
色
あ
る
教
育

ふ
れ
あ
い
教
育

地地域域のの方方のの指指導導にによよるる米米作作りり
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5
水 �木 �金 �土 �日 �月 �火 �

　�　�
　�　�

　�

○曲　目　 We   Shall   Overcome 、
ウィー シャル オーバーカム

　Satisfied           、
サティスファイド

 Jesus   Love   Me など
ジーザス ラブ ミー

○と　き　５月１３日午後３時３０分～
○内　容　青少年センター「ゴスペ
ル」事業講師ジャズシンガー山本愛
さんとピアニストとの｢トーク&コ
ンサート」
○対　象　どなたでも
○定　員　１００人（先着順）
○費　用　無料
○申込方法　５月１２日までに直接また
は電話かファクスで同センターへ

◆としょかん探検隊
○と　き　５月１３日午前１０時～正午
○内　容　「物語の部屋」
○対　象　小学２年～６年生
○定　員　３０人（先着順）
○申込方法　直接または電話かファク
スで同館へ

　市では、固定資産税評価に用いる路
線価について、位置を示す図面および
表示台帳により一般に公開していま
す。
○ところ　市役所２階資産税課
担当　　　　　　　　　　　資産税課

　�０４６（２５２）８０４３

　５月の第１週目は連休になるため、
毎月第１水曜日に実施していますグラ
ウンドの利用抽選会を５月９日に変更
します。時間および場所は従来どおり
です。なお、テニスコートの利用抽選会
は予定どおりに実施します。
担当　　　　　　　　　　スポーツ課
　�０４６（２５２）８１６２・FAX０４６（２５２）４３１１

○と　き  ５月２７日午前１１時～午後２
時（雨天決行）
○ところ　市立もくせい園
○内　容　利用者との交流、模擬店（手
作り作品、食べ物販売、バザー）､ア
トラクション
○入　場　自由
担当　　　　　　　　市立もくせい園
　�０４６（２５３）０８０４・FAX０４６（２５４）７７１７

○と　き　５月２２日、６月２６日、７月
１０日、９月２５日、１０月２３日、１１月２７
日、１２月１１日、平成１３年１月２９日、
２月２６日、３月１２日いずれも月曜日
午後３時３０分～４時３０分（全１０回）
○ところ　市民健康センター２階
○対　象　市内在住で障害のある小学
生
○定　員　１０人程度
○講　師　岡田絵画教室　岡田昌子さ
ん・金子朝美さん
○費　用　１回３００円（教材・保険料）
○持ち物　パレット、バケツ、筆、はさ
み、ぞうきん（名前を記入）

○申込方法　５月１２日までに直接また
は電話かファクスで担当へ
担当　　　　　　　　　　市民健康課
　�０４６（２５２）７３１７・FAX０４６（２５２）７０４３

○と　き　５月２７日午前８時３０分集合
（雨天中止）
○集合場所　座間駅西口中央三井信託
銀行駐車場（駐車不可）            　
○ところ　弘法山（秦野市）
○対　象　市内在住・在勤・在学者

路線価の公開

○参加費　無料
○保　育　６月１５日のみあり
○申込方法　５月１７日までに直接また
は電話かファクスで同館へ

◆おはなし会
○と　き　①毎月第２水曜日午前１０時
３０分～１１時②毎月第３土曜日午後２
時～３時
○内　容　絵本の読み聞かせ、パネル
シアター、紙芝居など
○参加費　無料
○対　象　①幼児②幼児および児童
○定　員　３０人程度
○申込方法　当日直接会場へ
◆“にほんご教室”受講生募集
　同センターでは、日本で暮らす外国
人の生活支援の一環として実施されて
いる「にほんご教室」の受講生を募集
します。
○と　き　①毎月第１・第３・第４土
曜日午前１０時～正午②毎月第１・第
２・第３水曜日午後７時～８時３０分
（いずれも祝日は除く）
○内　容　①初級・入門コース②初
級・中級コース
○対　象　市内在住・在勤の外国籍の
方および帰国子女などで日本語を習
いたい方
○費　用　月額１００円（資料代）
○申込方法　直接または電話かファク
スで同センターへ（随時受付中）
◆子どものつどい
○と　き　５月１３日午前１０時～正午
○内　容　「母の日」にちなみ、牛乳
パックで小物を作る
○対　象　小学生
○定　員　２０人（先着順）
○費　用　１００円（材料代）
○持ち物　牛乳パック２個
○申込方法　５月１０日までに直接また
は電話かファクスで同センターへ

◆庭木の楽しみかた
○と　き　５月１７日～６月７日毎週水
曜日午後１時３０分～３時３０分（全４
回）
○内　容　「小さな庭作りは欧州に学
ぶ」「美しく健康な庭木を育てるに
は」「整姿とせん定①プロの技術を
学ぶ」「整姿とせん定②一日植木屋
さん」
○講　師　鈴野孝幸さん
○対　象　全４回受講できる方（原
則）
○定　員　３０人（先着順）
○受講料　無料
○申込方法　５月１４日までに直接また
は電話かファクスで同センターへ

◆山本愛「トーク&コンサート」
○タイトル　私の表現したい歌

◆コンサート協力員
　市民文化会館（ハーモニーホール座
間）では、７月９日（日）午後２時開演
予定の「読売日響コンサート」でボラ
ンティアとして協力していただける方
を募集します。
○協力内容　①会場係＝入場受け付け
や会場内誘導およびドア開閉など②
舞台係＝楽器の運搬およびひな壇な
どの舞台作り
○募集人数　①②とも若干名
○対　象　クラシック音楽に関心のあ
る方で、コンサート当日午前９時～
午後５時ごろまで協力できる方
○応募方法　５月２日～１４日までに電
話かファクス（氏名、性別、年齢、
住所、電話番号を記入）で同会館へ
○選考結果　直接本人へ電話連絡
担当　　　　　　　　　市民文化会館
　�０４６（２５５）１１００・FAX０４６（２５２）８７８７
◆（財）市開発公社臨時職員
○募集人員　６人程度
○応募資格　２０歳～６５歳までの普通自
動車運転免許所持の市内在住の方
○内　容　草刈り、せん定、不法投棄
物処理、土木などの軽作業
○採用期間　６月１日～１１月３０日（木）
（継続雇用は無）
○勤務時間　月曜～金曜日の午前８時
３０分～午後５時
○賃　金　日給７５００円
○面接日　５月１８日午後１時～
○面接会場　市役所４階第２会議室
○応募方法　市販の履歴書（写真添付）
に必要事項を記入の上、５月１２日ま
でに直接担当へ持参
担当（財）市開発公社事務局（管財課内）
　�０４６（２５２）７８０１・FAX０４６（２５５）３５５０

（小学２年生以下は保護者同伴）
○服　装　動きやすい服装
○持ち物　昼食、水筒、雨具など
○費　用　無料（交通費などは自己負
担）
○申込方法　５月２２日までに直接また
は電話かファクスで担当へ
担当　　　　　　　　　　スポーツ課
　�０４６（２５２）８１７７・FAX０４６（２５２）４３１１

▼ひばりが丘南児童館＝６日・２０日午
後２時３０分～３時３０分▼小松原１丁目
第２多目的広場＝１８日午前１０時３０分～
１１時３０分▼入谷小学校＝１１日・２５日午
後２時３０分～３時４５分▼東原小学校＝
１２日・２６日午後２時３０分～３時４５分▼
ＮＴＴ大塚本町アパート＝１０日・２４日
午前１０時３０分～１１時３０分▼栗原小学校
＝１７日・３１日午後２時３０分～３時４５分
▼東原共同住宅＝１１日・２５日午前１０時
３０分～１１時３０分▼相模が丘４丁目多目
的広場＝１２日・２６日午前１０時３０分～１１
３０分▼相模野小学校＝１９日午後２時３０
分～３時４５分▼中原小学校＝１０日・２４
日午後２時３０分～３時４５分
　なお、雨天の場合は巡回を中止し、
学校への巡回は時間が変更になる場合
があります。
担当　　　　　　　　　　市立図書館
　�０４６（２５５）１２１１・FAX０４６（２５２）５７０４

▽固定資産税・都市計画税（第１期）
▽軽自動車税▽国民年金保険料
※最寄りの指定金融機関、郵便局、市役
所または各出張所で納めてください。
※使用料などもお忘れなく。

障害児のための
絵画と造形教室

東地区文化センター
�０４６（２５３）０７８１　�０４６（２５３）０７８９

もくせい園まつり

グラウンド利用抽選会
日程の変更

市立図書館
ひまわり号巡回日程

５月に納めるのは

ホリデーピクニック

北地区文化センター
�０４２（７４７）３３６１　�０４２（７４７）８５４２

市　立　図　書　館
�０４６（２５５）１２１１　�０４６（２５２）５７０４

◆「公民館まつり」の作品を募集
　市公民館では、５月２６日～２８日に開
催される、恒例の地域文化祭「公民館
まつり」に出展する作品を募集します。
募集内容や応募規定など詳しくは、市
公民館へお問い合わせください。
◆赤ちゃんとお母さんのわくわく教室
○と　き　①６月１日②８日③１５日④
２１日いずれも午前１０時～正午
○内　容  ①はじめまして“赤ちゃん
と楽しむ体操”②はじめて出会う絵
本③お母さんのリフレッシュ体操④
みんなで交流会
○講　師　児童図書委員会会員　佐藤
千代子さんほか
○対　象　市内在住の０ケ月～６ケ月
児を持つ母親と子供
○定　員　２０組（多数抽選）

市　公　民　館
�０４６（２５５）３１３１　�０４６（２５２）２７７６

市立青少年センター
�０４６（２５３）８４１１　�０４６（２５９）２１６３
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診　療�救　急�

みんなの　�

健康�

　

地
域
の
健
康
づ
く
り
活
動
の
担

い
手
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
「
健

康
ざ
ま
普
及
員
」
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
こ
の
ほ
ど
地
域
自
治
会
の

推
薦
を
受
け
、
市
内
六
地
区
か
ら

新
た
に
七
十
人
が
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
（
左
表
参
照
）。

　

普
及
員
の
活
動
は
、
自
ら
の
健

康
に
対
す
る
見
識
を
高
め
て
い
た

だ
き
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
情

報
収
集
、
普
及
・
啓
発
、
活
動
へ

の
参
加
の
呼
び
掛
け
な
ど
を
行
い

ま
す
。

　

今
年
度
も
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
づ

く
り
に
関
す
る
事
業
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
気
軽
に
参
加
し
、
健

康
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

担
当　
　
　
　
　
　

市
民
健
康
課

�
０
４
６（
２
５
２
）７
２
２
５

5
月　

日（
金
）

２６

《
大
和
斎
場
休
場
日
》

※電話予約の受
け付けは行いま
す。
〈問い合わせ先〉
大和斎場
�０４６（２６４）５５６６

�夜間・深夜診療
　消防テレホンサービス�０４６（２５１）０１１９で医療機関を紹介します。
　　　　　　　　　消防署　�０４６（２５６）２２１１（２４時間）
　　　　　　　　　　　　　�０４６（２５１）５２６３（障害者の方用）
　　　　　　　　　市役所　�０４６（２５５）１１１１（午後１０時まで）
※当番医が変更される場合もありますので、必ず電話で診療時間も
含めて確認してください。

問い合わせ先

が
ん
検
診

高
齢
者
医

療
の
手
続

き個
別
健
康

相
談

や
さ
し
い

体
操
教
室

ポ
リ
オ

（
急
性
灰

白
髄
炎
）

▽
と
き
＝
①
５
月　

日（
木
）②　

日（
金
）▽
と
こ
ろ
＝
①
市

１１

１９

民
健
康
セ
ン
タ
ー
②
ひ
ば
り
が
丘
南
児
童
館
▽
対
象
＝
胃
・

大
腸
が
ん
は　

歳
以
上
、
乳
・
子
宮
が
ん
は　

歳
以
上
▽
申

４０

３０

込
方
法
＝
電
話
予
約

※
は
、
①
５
月　

日（
木
）市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
の
場
合
の
み

１１

▽
今
月
の
該
当
者
＝
昭
和
８
年
５
月
生
ま
れ
の
方

※
該
当
者
お
よ
び　

歳
以
上
で
、
ま
だ
医
療
証
の
交
付
を
受

６７

け
て
い
な
い
方
は
、
健
康
保
険
証
と
印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
心
身
障
害
者
療
養
受
診

証
を
お
持
ち
の
方
は
、
手
続
き
が
不
要
で
す
。

▽
と
き
＝
５
月
９
日（
火
）午
前　

時
〜　

時　

分
、　

時　

１０

１０

４５

１０

４５

分
〜　

時　

分
▽
と
こ
ろ
＝
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
＝

１１

３０

健
康
全
般
に
つ
い
て
、
栄
養
士
・
保
健
婦
が
相
談
に
応
じ
ま

す
▽
持
ち
物
＝
健
康
手
帳
（
お
持
ち
で
な
い
方
に
は
、
当
日

発
行
し
ま
す
）
▽
申
込
方
法
＝
電
話
予
約

▽
と
き
＝
５
月　

日（
金
）、　

日（
水
）い
ず
れ
も
午
後
１
時

１２

３１

　

分
〜
４
時
（
２
日
間
で
１
コ
ー
ス
）
▽
と
こ
ろ
＝
市
民
健

３０康
セ
ン
タ
ー
▽
講
師
＝
健
康
運
動
指
導
士
▽
対
象
＝　

歳
以

４０

上
▽
内
容
＝
運
動
不
足
を
解
消
す
る
た
め
の
簡
単
な
体
操
▽

持
ち
物
＝
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具
▽
申
込
方
法
＝
電
話
予
約

▽
受
付
時
間
＝
午
後
１
時　

分
〜
２
時　

分
（
時
間
厳
守
）

１５

１５

▽
と
こ
ろ
＝
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
＝
生
後
３
カ
月
〜

７
歳
６
カ
月
未
満
（
で
き
る
だ
け　

カ
月
ま
で
に
完
了
）

１８

　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
、
１
日
〜　

日
に
生
ま
れ
た
方

１５

　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
、　

日
〜
末
日
に
生
ま
れ
た
方

１６

　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
、
生
ま
れ
た
日
を
問
い
ま
せ
ん

※
ス
ム
ー
ズ
に
接
種
で
き
る
よ
う
指
示
さ
れ
た
日
を
守
っ
て

く
だ
さ
い
。

検　

診
胃　大

腸
乳　子

宮

受　

付　

時　

間

午
前
９
時
〜　

時　
　

１１

午
前
９
時
〜　

時　
　

１１

午
前
９
時　

分
〜　

時

３０

１１

※
午
後
１
時
〜
２
時　
　
　

午
前
９
時
〜　

時　
　

１１

料　

金

９
０
０
円

５
０
０
円

３
０
０
円

６
０
０
円

対　
　

象

１
月
生
ま
れ

　

〜
２
月
生
ま
れ

１２
７
月
生
ま
れ

８
月
生
ま
れ

と　
　

き

５
月
８
日（
月
）

５
月　

日（
水
）

１０

５
月　

日
（
木
）

１１

５
月　

日
（
月
）

１５

５
月　

日（
金
）

１２

５
月　

日（
水
）

１７

診�

査�

健�

康�
問 い 合
わ せ 先

市
民
健
康
課

�
０
４
６（
２
５
２
）７
２
２
５

�
０
４
６（
２
５
２
）７
２
１
３

�
０
４
６（
２
５
２
）７
０
４
３

４
カ
月
児

健
康
診
査

８
〜　

カ
１０

月
児
健
康

診
査

１
歳
６
カ

月
児
健
康

診
査

３
歳
６
カ

月
児
健
康

診
査

２
歳
児
歯

科
健
康
診

査育
児
相
談

赤
ち
ゃ
ん

教
室

な
か
よ
し

ベ
ビ
ー
ク

ラ
ス

▽
と
き
＝
５
月　

日（
火
）午
後
１
時
〜
２
時
▽
と
こ
ろ
＝
市

１６

民
健
康
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
＝
平
成　

年
１
月
生
ま
れ

１２

　

市
で
は
、
指
定
相
談
医
を
定
め
、
無
料
で
健
康
診
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
個
人
通
知
を
し
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
医
療
機
関
へ
電
話
連
絡
の
上
、
母
子
健
康
手
帳

を
お
持
ち
に
な
り
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
内
科
▽
と
こ
ろ
＝
指
定
医
療
機
関
▽
対
象
＝
平
成　

年　
１０

１０

月
生
ま
れ
◆
歯
科
▽
と
き
＝
５
月　

日（
水
）、　

日（
水
）い

１０

１７

ず
れ
も
午
前
９
時　

分
〜　

時　

分
▽
と
こ
ろ
＝
市
民
健
康

３０

１０

３０

セ
ン
タ
ー
▽
対
象
＝
平
成　

年
９
月
生
ま
れ

１０

▽
と
き
＝
５
月
９
日（
火
）午
後
１
時
〜
２
時
▽
と
こ
ろ
＝
市

民
健
康
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
＝
平
成
８
年　

月
生
ま
れ
▽
持
ち

１１

物
＝
母
子
健
康
手
帳

▽
と
き
＝
５
月　

日（
水
）▽
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
〜
２
時

２４

▽
と
こ
ろ
＝
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
＝
歯
科
健
診
、
予

防
処
置
お
よ
び
栄
養
相
談
な
ど
（
※
予
防
処
置
は
、
希
望
者

の
み
で
有
料
）
▽
対
象
＝
平
成　

年
４
月
生
ま
れ
▽
持
ち
物

１０

＝
母
子
健
康
手
帳
、
歯
ブ
ラ
シ
▽
申
込
方
法
＝
直
接
会
場
へ

▽
受
付
時
間
＝
午
前
９
時　

分
〜　

時　

分
▽
内
容
＝
身
体

３０

１０

３０

測
定
と
食
事
・
発
育
状
態
・
し
つ
け
に
つ
い
て
の
相
談
▽
持

ち
物
＝
母
子
健
康
手
帳
▽
申
込
方
法
＝
直
接
会
場
へ

▽
と
き
＝
５
月　

日（
木
）午
前　

時
〜　

時　

分
▽
と
こ
ろ

２５

１０

１１

３０

＝
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
＝
離
乳
食
の
作
り
方
・
す
す

め
方
、
子
供
の
発
達
や
予
防
接
種
に
つ
い
て
▽
対
象
＝
生
後

５
カ
月
〜
８
カ
月
児
を
持
つ
保
護
者
▽
持
ち
物
＝
母
子
健
康

手
帳
、
ス
プ
ー
ン
▽
申
込
方
法
＝
電
話
予
約

▽
と
き
＝
５
月　

日（
水
）午
前　

時
〜　

時　

分
▽
と
こ
ろ

３１

１０

１１

３０

＝
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
＝
新
し
い
お
友
達
を
つ
く
り

た
い
お
母
さ
ん
の
た
め
の
教
室
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
と
楽
し
い

遊
び
を
し
ま
す
▽
対
象
＝
生
後
３
カ
月
〜
４
カ
月
児
▽
定
員

＝　

人
▽
申
込
方
法
＝
電
話
予
約

３０
と　
　

き

５
月　

日（
金
）

１２

５
月　

日（
金
）

１９

と　
　

こ　
　

ろ

市
公
民
館　
　
　
　
　
　
　
　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

　市シルバー人材
センターでは、設
立１０周年を記念
し、シンボルマー
クのデザインを募
集しました。
　応募総数６３点の
力作の中から、最優秀賞として上田昌平さん（入谷４丁目在

住）のデザインが選ばれました（上図参照）。
　このデザインには「仕事ができる喜びに満ちた明るい笑顔」
という意味が込められています。
　なお、他の入賞者は次のとおりです。（敬称略）
入賞　長谷川博之（相模が丘３丁目）、戸塚国夫（座間２丁目）、
小沢二郎（相模が丘６丁目）、林繁芳（座間１丁目）
担当　（社）座間市シルバー人材センター　�０４６（２５４）５３６１

市シルバー人材センター

名　　簿地　区

高橋万江・高橋文子・若林るみ子・

鹿野理子・片野公子・佐野陽子・本

多啓子・川島利江・溝呂木文香

座間・新田

宿・四ツ谷

地区

吉川美智子・土肥曉美・木村真美・

加藤千惠子・堀尾幸子・飯田純子・

井上敦子・安藤公惠・高橋香苗・高

橋教子・水上貴美江・佐藤紀子・澤

木シヅ子

入谷・立野

台・明王地

区

嶋津裕子・濱本恭子・小林聖子・新

谷正代・長南秀子・杉山英美・加藤

政江・西坂光子・中村浩美・藤田利以・

宗藤典子・田中淳子・高梨ヒサ子

相武台・緑

ケ丘・広野

台・小池地

区

具志堅トモ子・村石惠子・野尻美枝・

山邉郁子・岡田三枝子・久能常子・

佐藤敦子・青木恵子・石田紀久子・

高橋美江子・山本由美子

相模が丘地

区

船田悦子・菊池節子・三門良江・折

目美惠子・久保久美子・中藤昭子・

友野泉子・杉薗利恵・露木春江・井

口英子

ひ ば り が

丘・小松原

地区

林明子・大矢明子・藤嶋美代子・久

森光子・瀬戸尚子・峰尾昌子・鈴木

久子・宮下房枝・新井かちへ・有山

はるみ・吉川真澄・大矢美千代・大

沢眞理子・中下陽子

東原・さが

み野・栗原

地区

※任期は平成１２年４月１日～平成１４年３月３１日

◆健康ざま普及員名簿（敬称略）◆

「シンボルマーク」を制定

（平成１２年４月１日制定：色は朱色です。）

健康
ざま普及員
を委嘱

電　話所在地医　院　名診療月日
外科系

０４６（２５８）２７２８相武台相武台脳神経外科５月３日
０４２（７４８）７１３１相模が丘入澤クリニック５月４日
０４６（２５３）４３３３入谷内山外科整形外科５月５日
０４６（２５５）３２２８相武台馬来胃腸科外科５月７日
０４６（２５６）７３５５さがみ野中村整形外科５月１４日

婦人科系
０４６（２５３）３５１１相武台シロタ産婦人科５月３日
０４６（２５２）０６２５さがみ野原産婦人科医院５月４日
０４６（２５５）３５４１入谷金子産婦人科５月５日
０４６（２５３）３５１１相武台シロタ産婦人科５月７日
０４６（２５２）０６２５さがみ野原産婦人科医院５月１４日

耳鼻科系
０４２（７５６）９０００相模原市相模大野相模原南メヂカルセンター５月３日
０４６（２２２）１２５９厚木市厚木町厚木市休日夜間急患診療所５月４日

０４２（７５６）９０００
相模原市
相模大野

相模原南
メヂカルセンター

５月５日
５月７日
５月１４日

◆外科・婦人科・耳鼻科系（昼間）
診療時間　午前９時～正午、午後２時～５時

�休日診療
◆診療場所　　休日急患センター（市民健康センター１階）
◆内科系・小児科系　問い合わせ先　�０４６（２５２）９０９０
　受付時間　　午 前９時～１１時４５分、午後２時～４時４５分、

午後７時～９時４５分
◆歯科系　　　　　　問い合わせ先　�０４６（２５２）８２１７
　受付時間　　午前９時～１１時４５分、午後２時～４時３０分



広報　　　　第614号　　　　　平成12年（2000年）5月1日 8

○対　象　応募時に１歳未満の赤ちゃん
○掲載号　６月・７月・８月
○応募方法　カラー写真の裏に、保護者の住所・
氏名・電話番号、赤ちゃんの氏名（ふりがな）・
生年月日・性別を明記して〒２２８-８５６６市役所
市民情報課あて郵送または持参

○申込期限　５月１０日（水）（当日消印有効）
※希望者多数の場合は抽選とし、掲載が決定し
た方には連絡します。なお、応募いただいた写真
は返却いたしません。

こ
ん
に
ち
は�

赤�

ち
ゃ
ん�

 山  口 　 輝 将   ちゃん
やま ぐち てる まさ

Ｈ１１．３．３０生まれ　男
栗原中央５丁目

 長  尾 　華   ちゃん
なが お はな

Ｈ１１．３．３０生まれ　女
緑ケ丘１丁目

 西 　 穂  乃 花   ちゃん
にし ほ の か

Ｈ１１．６．７生まれ　女
東原５丁目

写真掲載希望者を募集

わんぱく相撲「座間場所」

初節句凧のプレゼントフリーマーケット

地元芸能・
文化団体による演技の披露

●と　き　　月　日（木）午前　時～午後　時（当日雨天の5 4 9 3
場合は　日に順延）5

●ところ　大凧まつり会場内フリーマーケット広場
●内　容　不用品の販売（事前に申し込みのあった個人、

団体による出店）
●主　催　市商工会青年部

N

厚
木
市�

ま
つ
り
本
部�相

模
川�

P
出店�

座架依橋�

諏訪�
明神�

西中�

市庁
舎�

鳩
川�

スーパー�
しかのや�

座間中宿�

美容室�

県道藤沢座間厚木線�

NTT

座間警察�

至
厚
木�

小
田
急
線�

GS

図書館�

P

P入口�

P
至厚木�

Ｊ
Ｒ
相
模
線�

鈴
鹿
明
神
社�

至
海
老
名�

至
海
老
名�

至
小
田
原�

星
谷
寺�

至
橋
本�

至
上
溝�

キャンプ�
座　間� 県道

町田
厚木
線�

至町
田�

相
武
台
入
谷
バ
イ
パ
ス�

徒　　歩�

バス利用�

会場案内図�
※当日は、会場周辺の道路が一部規制され�

ます。なお、駐車場が少ないため、ご来場�

の際は電車・バスをご利用ください。�

ユニー�
座間店�

座
間
公
園�

ハーモ
ニーホ

ール�

座間
�

至新
宿�

神社前�

入
　
谷�

相
武
台
下�

座
　
間�

相武
台前
�

大凧まつり�
会場�

�連絡先�※大凧まつり本部� ０４６（２５２）９９５９※当日の開催に関する問い合わせは市役所へ�０４６（２５５）１１１１

〈バスのご案内〉○相武台前駅北口から乗車
　座間四ツ谷行き「神社前」下車、徒歩約１５分
　四ツ谷経由海老名駅東口行き「座間中宿」下車、徒歩
約２０分

○座間駅東口から乗車
　相武台下駅行き「座間中宿」下車、
　徒歩約２０分

●と　き　　月　日（木）午前10時35分～午後35 4
時、　 日（金）午前10時～午後　時5 3

●内　容　既に申し込みのあった初節句を迎える
お子さんへ「ミニ凧」をプレゼント

（お子さんの名前入り）

●と　き　　月　日（木）・　日（金）5 4 5
　　　　　両日とも開催時間内に随時
●内　容　民謡・おはやし・太鼓・踊りの団

体による演技の披露

●と　き　　月　日（木）午前　時開始（雨天5 4 9
の場合は座間小学校体育館で実施）

●内　容　既に申し込みのあった子供たちに
よる取組

●主　催　座間青年会議所

り�
つ�ま�凧�

大�
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